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世界の発生数・致死率

Worldometer https://www.worldometers.info/coronavirus/ Last updated: February 25, 2021, 03:41 GMT
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世界の発生動向
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日本国内動向

新型コロナウイルス感染速報 https://covid-2019.live/ Last updated: February 25, 2021, 13：00

👆👆
緊急事態宣言

7都府県：4月7日
全国：4月16日

👆👆
緊急事態宣言解除
8都道府県以外

：5月14日
全国：5月25日

👆👆
1例目

1月24日

感染者累計：428,949人
死亡者数 ： 7,692人

死亡率：1.79％

👆👆
(再)緊急事態宣言

1/8-3/7：1都３県(東埼千神)
1/14-3/7：6県(岐愛京大兵福)

1/14-2/7：1県(栃)

https://covid-2019.live/
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日本国内動向
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現在 累積

https://covid-2019.live/


日本国内動向

新型コロナウイルス感染速報 https://covid-2019.live/ Last updated: February 25, 2021, 10：00

重症

https://covid-2019.live/


➡厚生労働省HP https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000741558.pdf
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岐阜県動向

210221 岐阜県健康福祉部調べ



岐阜県 4,700症例 2021/2/24

県内の最新感染動向 https://covid19-gifu.netlify.app/ Last updated: February 25, 2021, 13:30

死亡例：108例(2.30％)
DNAR(集中治療希望せず死亡)：93名(86.1％）

重症例：75例(1.60％)➡その死亡率20.0％
人工呼吸症例：75名(生存：死亡＝60：15) 

うち＋ECMO：5例(生存：死亡＝4：1) 

★現在：人工呼吸器 8例、＋ECMO 0例

https://covid19-gifu.netlify.app/


MERS，SARSコロナウイルスとの比較
新型コロナウイルス MERS SARS

流行期間 2019年12月〜 2012年4月〜 2002年11月〜2003年7
月

最初の報告地域 中国（武漢市） 中東 中国（広東省）

ウイルス自然宿主 不明 ヒトコブラクダ（中東） 人

潜伏期間(範囲) 2-10日 5.2日 (2-14) 4.6日 (2-14)

基本再生産数（R0) 推定1.4-2.5 <1（市中） 2-3

確定例数 34,627（as of Feb 8） 2,494 8,096

死亡例数 723（as of Feb 8） 858 744

致死率 2.1% 37% 10%

重症化率 17.6%（as of Feb 8）

医療従事者感染 56* 9.8% 23.1%

市中感染 あり ごくまれ あり

Nanshan Chen , et al. Lancet January 29, 2020 https://doi.org/10.1016/ S0140-6736(20)30211-7、
Dawei Wang , et al. JAMA. Published online February 7, 2020. doi:10.1001/jama.2020.1585、
NIID. 7th Designated Infectious Disease、
WHO Situation Reportsより一部改変、作成

* 2020年2月8日時点で文献等より判明している感染者数

200228●(JAID&JSIPC)水際対策～感染蔓延期に向けて発表スライド



基本再生産数 （R0：Basic Reproduction Number）
1人の感染者が，何人に感染を伝播したか

疾患 感染経路 基本再生産数
麻疹（Measles） 空気感染 12-18

百日咳（Pertussis） 飛沫、接触感染 12-17

水痘（Varicella） 空気感染 8-10

ジフテリア（Diphtheria） 飛沫感染 6-7

天然痘（Small pox） 飛沫、接触感染 5-7

ポリオ（Polio） 経口感染 5-7

風疹（Rubella） 飛沫感染 5-7

おたふく風邪（Mumps） 飛沫感染 4-7

インフルエンザ（スペイン風邪） 飛沫感染 2-3

新型コロナウイルス 飛沫・接触感染 1.4 - 2.5
SARS 飛沫、接触感染 2-3

MERS 飛沫、接触感染 <1（市中）

200228●(JAID&JSIPC)水際対策～感染蔓延期に向けて発表スライド



中国患者 44,672症例における基礎疾患と死亡率

Chinese Journal of Epidemiology, 41:145-151, 2020.

200228●(JAID&JSIPC)水際対策～感染蔓延期に向けて発表スライド

死亡率(％)
高齢者(80歳以上) 14.8

循環器疾患 10.5
糖尿病 7.3

慢性呼吸器疾患 6.3
高血圧 6.0

悪性腫瘍 5.6
健康成人 0.9



20200625 CDC GUIDELINE リスク基礎疾患
【年齢にかかわらず、重症化リスクが高くなる基礎疾患】

・慢性腎疾患
・慢性閉塞性肺疾患（COPD）
・臓器移植による免疫不全状態（免疫システム減弱）
・肥満（BMI：30以上）
・心不全、冠動脈疾患、心筋症などの深刻な心臓疾患
・鎌状赤血球症
・2型糖尿病

【重症化リスクが高くなる可能性がある基礎疾患】
・喘息（中等度～重度）
・脳血管疾患（血管と脳への血液供給に影響を与える）
・嚢胞性線維症
・高血圧または高血圧症
・造血幹細胞移植、免疫不全、HIV、副腎皮質ステロイド使用、他の免疫抑制薬の使用による免疫不全状態
・認知症などの神経学的状態
・肝疾患
・妊娠
・肺線維症（肺組織に損傷または瘢痕がある）
・喫煙
・サラセミア（血液疾患の一種）
・1型糖尿病



臨床的特徴
潜伏期間： 1～14日（≒5.2日）
臨床症状： 発熱､咳､咽頭痛､倦怠感､頭痛､
味覚･嗅覚障害､など
臨床経過：

– 症状が遷延し（長引き）やすい
⇔無症状や数日で改善する例も多い

– 約80%は軽症･無症状
⇔ 5%程度は人工呼吸が必要となる
– 発症から5～7日で数時間以内に急速に呼吸苦出現･入院
– 高齢者､基礎疾患を持つ患者に多い



Lancet Infect Dis 2020 Published Online June 12, 2020 https://doi.org/10.1016/S1473-3099(20)30482-5

自衛隊中央病院104症例（DP号）
入院時 全経過

無症状 43(41％) 33(32％)

軽症 41(39％) 43(41％)

重症＊ 20(19%) 28(27％)

＊：呼吸困難感、頻呼吸、SpO2≦93％、酸素投与、いずれか一つ以上



Lancet Infect Dis 2020 Published Online June 12, 2020 https://doi.org/10.1016/S1473-3099(20)30482-5

自衛隊中央病院104症例（DP号）
全経過での症状出現頻度 軽症・重症 初診時無症状

発熱 30(42％) 3(7％)
咳 29(41％) 7(16％)

全身倦怠感 12(17％) 2(5％)
頭痛 10(14％) 2(5％)

咽頭痛 11(15％) 0
鼻汁 16(23％) 0
下痢 8(11％) 1(2％)

呼吸困難 7(10％) 3(7％)
頻呼吸 16(23％) 3(7％)

SpO2≦93％ 3(4％) 3(7％)



Lancet Infect Dis 2020 Published Online June 12, 2020 https://doi.org/10.1016/S1473-3099(20)30482-5

自衛隊中央病院104症例（DP号）
例数 CT所見あり

無症状 43 25(58％)

➡Silent Pneumonia
軽症・重症 71 52(73％)

全体 104 77(74％)



後遺症の実態

後遺症 60日後 120日後
嗅覚障害 19％ 10％
呼吸苦 18％ 11％

全身倦怠感 16％ 10％
咳 8％ 6％

味覚障害 5％ 2％
脱毛 24％に見られ、発症後30日から

出現し、120日くらいまで持続
Open Forum Infectious Diseases. Volume 7, Issue 11, November 2020, ofaa507, https://doi.org/10.1093/ofid/ofaa507

国立国際医療研究センター病院 63例の解析



後遺症の実態
後遺症 追跡機関中央値186日

倦怠感or筋力低下 63％
睡眠障害 26％

脱毛 22％
嗅覚障害 11％

動悸 9％
関節痛 9％

食欲低下 8％
味覚低下 7％

めまい 6％
下痢or嘔吐 5％

胸痛 5％
咽頭痛or嚥下障害 4％
何らかの症状残存 76％

Lancet 2021; 397: 220–32

中国武漢市Jin Yin-tan病院1,733例の約6か月の経過観察



COVID-19 病原体検査の指針第1版
201001 厚労省・NIID・NCGM+関係書学会等



Probability of having a negative RT-PCR test result given SARS-CoV-2 
infection (top) and of being infected with SARS-CoV-2 after a negative RT-

PCR test result (bottom), by days since exposure.

Ann Int Med, May 13, 2020. https://doi.org/10.7326/M20-1495



Gifu University Hospital

CNI 

感染経路



標準予防策
（スタンダードプリコーション）

空気感染予防策 飛沫感染予防策 接触感染予防策

オプション （感染経路別予防策）

風疹、流行性耳下腺炎
インフルエンザ、
マイコプラズマ肺炎
百日咳など
＋COVID-19

結核、水痘、麻疹 多量の浸出液を伴う創傷、
便失禁を伴うO-157・赤痢・
A型肝炎、流行性角結膜炎、
クロストリディウム、疥癬など
MRSAやVREなどの耐性菌、
インフルエンザ＋COVID-19

すべての患者に実施

プラス プラス プラス



飛沫感染

サージカルマスク

咳・くしゃみによる病原体の感染様式
空気感染

N95マスク

短時間・近距離

マイクロ飛沫・
エアロゾル
～3時間

結核・麻疹

インフルエンザ
COVID-19？？？



Gifu University Hospital

CNI

飛沫感染予防
＝マスク

本来は症状のある人が他人にうつさない
ようにするため着用するべきものです。



Gifu University Hospital

CNI

⇩
全員が感染している(無症候性
病原体保有者)である可能性が
あると考え、咳エチケット

の一環として着用

今、全員マスク着用
理由は？



血液、体液、分泌物、排泄物が
眼に飛散する可能性のある処置やケア時

•吸引時
•手術時
•内視鏡検査時
•血管造影検査時 など

はずすタイミング
ケア・処置終了後
患者ケア区域を出る前にはずす

ゴーグル、フェイスシールド
着用のタイミング➡必ずマスクと併用!!!



接触感染予防
＝手洗い

手に付着した眼に見えない
ウイルスを水に流して下さい。



COVID-19と気温・湿度
SARS-CoV2が低温・低湿度で増殖しやすくなる ✖
SARS-CoV2は低温・低湿度で感染伝搬しやすい 〇
➡低温では人々は室内で3密になりやすい
➡低温・低湿度では人の鼻腔・咽頭粘膜の感染防御

機能が低下する可能性がある
➡低温・低湿度環境でのウイルス生存期間は長くなる
➡低湿度で感染性エアロゾルの空中停滞時間が長くなる
以上より適切な室温・湿度管理は重要（換気も）
★超音波加湿器より加温・加湿器を
★マスクは飛沫感染予防のみならず、粘膜の保湿にも有効



COVID-19と換気
エアコン以外の「通常換気扇」を常時稼働し、出入り口を少しだ

け開けておけば、必要にして十分。空気取り入れの穴がある扉
なら、占めていても問題なし。

換気扇がない部屋であれば、可能であれば出入口を開放のま
まで、1時間に2回、5分程度窓を開けるようにするとよい。

いずれの場合も室温を保持するように工夫すること。
扇風機やサーキュレータを部屋の外に向かって常時稼働させるこ

とも有効
いずれにせよ、建物の換気仕様を一度確認しなおしてください。
マスクをしている人しか部屋にいない場合は、エアロゾルが空気

中に漂うことはほとんどないため、神経質に考えなくてよい。



手洗いの重要性
手洗いは命を救う!
①石けんと流水➡ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙ
②擦式ｱﾙｺｰﾙ手指消毒薬



当院採用擦式手指消毒剤

使用量；１プッシュ
(上から下まで1押し）
刷り込み時間；約15秒

ｼﾞｪﾙﾀｲﾌﾟ

1ﾌﾟｯｼｭ：約3mL 1ﾌﾟｯｼｭ：約1.2mL

ｻﾆｻｰﾗW

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=oSmjtOGzYH-CUM&tbnid=skfrGaR3ut5G9M:&ved=0CAUQjRw&url=http://pro.saraya.com/products/teyubieisei/teyubi-shodoku/sanisara-w/&ei=O0EkUfuoLMLLmgW0o4CIAg&bvm=bv.42661473,d.dGI&psig=AFQjCNFqGGz4QInKt5b_kAonX8Ww8_tCuA&ust=1361416887205398


うがいの効果
水道水が最も効果的

うがい薬はなくてもよい
爽快感のために

使用する場合は数滴のみ



新型コロナウイルス感染症に対する治療
現時点で特異的な治療薬がない(重症例では一部の薬剤が若干の改善効果あるのみ)

 カレトラ® （抗HIV薬： ロピナビル/リトナビル）：無効
 クロロキン （抗マラリア薬）：無効
 オルベスコ® （シクレソニド： 吸入ステロイド）：有効性確認できず
 フサン® （膵炎・DICなど：ナファモスタットメシル酸塩）：ファビピラビルと併用で治験継続中

 アビガン® （ファビピラビル： 抗インフルエンザ薬）：承認???（病悩期間を2.8日短縮)
 アクテムラ®（トシリズマブ：関節リウマチ薬）：治験継続中

 ベクルリー®：レムデシビル （エボラ治療薬：RNA合成阻害剤）
➡重症例で臨床的改善期間を31％短縮

 デキサメタゾン（ステロイド）
➡重症例で死亡率11％改善

 その他：インターフェロン、カモスタット、イベルメクチン、回復者血漿投与、抗体投与など
➡今後の知見が待たれる



COVID-19・ワクチン
開発➡驚くべきスピードで進んだ

mRNAワクチンなど

➡諸外国で接種開始
わが国における実際の接種は準備中

アナフィラキシー：ファイザー(11.1)、モデルナ(2.5)、
インフルエンザワクチン(1.3)／100万人接種

急性期副反応：別スライド

長期の効果・副反応：未知





2020年12月28日 日本感染症学会ワクチン委員会 COVID-19ワクチンに関する提言（第1版）より
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新型コロナウイルス感染症対策の難しさ
• 初期症状のみでは感冒など鑑別困難

ｰ流行状況､周囲の罹患状況､生活歴､…

• 無症状(約3割)･軽症例(約6割)も多い

–感染者でも通常の日常生活が可能な例が多い

• 潜伏期間が長い～症状発現2日前から感染性

ｰその間にも移動が可能

普段からの対策とリスク回避が重要



外来診察時における確認･問診



入院患者さんへのお願い

入院前2週間の過ごし方について 健康管理シートの記載、入院時に持参



面会禁止･制限

GUH 7月1日以降
面会者数：
1名→必要最低限（数名）

面会者のみならず、業者も
含めすべての訪問者の体
温測定と健康チェックは重
要



陽性者のスクリーニング
• 初診・再診患者の体温測定と症状チェック

• 手術・内視鏡検査・妊婦等の

• PCR検査：検出限界、後日陽性化の問題

• 胸部CTによるスクリーニング

➡しかし、感染対策の基本はスクリーニングより

感染予防策の遵守：実現可能で確実、安価
➡感染予防策が取れない状況ではPCR検査で妥協



われわれが新しい日常生活で守るべきこと
• 常にマスク着用と手指衛生を遵守する

➡New Standard Precaution
• 体調不良時は出勤しない
• 食事の際は、対面しないように座り、会話をしない
• 日常生活における“密”を回避する

– 特に多くの人が集まる所や夜の繁華街は高リスク、飲食店な
どマスクを外す状況も注意が必要

– 大勢いる場所での発声･大声もリスクとなる
⇒飲み会やカラオケなどに行かない

• 海外や国内の流行地域への渡航･訪問時は感染予防策をより
徹底＝「行動」に気の緩みがないように!!!



さまざまな課題：医療施設
 風評被害・偏見

自宅に帰れない。子どもを保育園に行かせられない。
➡病院の方が本当に感染リスク高いのか？
➡実は職員が日常生活でウイルスに感染して院内に持ち込む構図

 医療従事者への拍手や差し入れで感じること
●院内の研修：シミュレーション訓練が重要

➡その際に実際の診療担当者も担当しない者も一堂に会して
研修を受け、院内で実際何が行われるのかしっかり見ること

➡お互いの業務に敬意を
➡一丸となって対応

 地域での役割分担(岐阜県調整会議)



職場で検査対象者が出た場合
1. 職員本人ではなく、その家族や接触していた友人などが、すでに陽性判明して

いる他の患者の濃厚接触者としてPCR（抗原）検査対象者となった場合
➡そのPCR（あるいは抗原）検査結果が判明するまで自宅待機とする。PCR
（抗原）検査陰性であれば、出勤再開可能。

2. 家族や接触した友人などのPCR（抗原）検査陽性の場合
➡職員自身がPCR（抗原）検査対象となるので、向こう2週間は自宅待機と
する。陰性であっても2週間は自宅待機とする。

3. 検査対象職員が陽性であれば、入院となる。
➡保健所の指示に従って調査に協力し、センター内の濃厚接触者は検査対象
となり、結果のいかんにかかわらず2週間は自宅待機となる。この場合検査対
象にならなかった職員は、通常通りの勤務継続可能である。

濃厚接触者の基本定義＝｢1メートル以内、15分以上の接触｣



最近の感染事例から注意すべきこと

• 水際対策
国内ホットスポット：不要不急の訪問はまだ控える

訪問時は感染対策を徹底
国外からのインバウンド：検疫体制の強化

➡個人レベルでは、マスクをしていない集団にウイルスを
持ち込まないことを意識して日常生活を

• マスクを外して密になる瞬間：飲食＋会話
➡多人数での飲食、ナイトクラブ・風俗店など
➡この地方では、モーニングサービス、ファミレスも

• どこへ行ったか、どこから来たか(Go To, 出張など)は問題ではない
➡自分の居場所で

感染対策を意識してどう「行動」するかが、終息のカギ
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高齢者・障がい者施設での感染状況
岐阜県 ～2021年2月15日

岐阜県高齢福祉課・障害福祉課確認分 施設数、人数は当該施設で最初の感染者が発生した付で計上

月 通所系 訪問系 入所系 施設数 職員 利用者 人数計
３月 １ １ １ １
４月 ４ １ ５ １ ３ ４
５月
６月 １ １ １ １
７月 １ １ １ ３ ３ ３
８月 ８ ８ ５ ３ ８
９月 ２ １ ３ １ ２ ３

１０月
１１月 ８ ７ １５ １３ １１ ２４
１２月 ２２ １１ ２２ ５５ ７４ ９９ １７３

１月 ４３ １５ １５ ７３ ７８ １１２ １９０
２月 ２ １ １ ４ ３ ４ ７

合計 ９１ ２８ ４９ １６８ １８１ ２３５ ４１６



通所施設での対策の考え方
水際対策

毎日の通所利用者・職員の体調チェック、チェックのポイント

送迎対策
送迎車両での対策：マスク、外気取入れ換気、窓のすかし

現場対策
共用部分やリハビリ機器の消毒：アルコールが基本

➡手指衛生のほうを強化
レクリエーション・機能訓練・作業時の対応：集団を避け単独
食事時の対応：マスク＋フェイスシールド
入浴時の対応：マスク＋フェイスシールド



利用者・職員に感染があった場合の考え方

県、市町村への報告
保健所を通じて

ご利用者、ご家族、ケアマネへ説明
丁寧に、事実を説明。偏見が生じないように

他施設への拡大防止対策
あらかじめ情報共有の協定を結ぶなど連携強化



感染発生施設指導ポイント①
感染の分析 感染拡大事例 ・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによっ

て、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。
・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われ
る例がある。
・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例
がある。

施設内の感染状況 ・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがあ
る。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。
・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないよ
うにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症し
たり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。


Sheet1



				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12				感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46				食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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感染発生施設指導ポイント②
感染対策の基本 施設内感染発生時の対応の考え方 ・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。

・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判
定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使
用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。

・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。
感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で
作業を継続してはならない。
・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を
受ける。
・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹
底することがもっとも重要である。
・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要
である。
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				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46				食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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感染発生施設指導ポイント③
感染対策の基本

感染発生時に基本とする対応 ・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマ
スクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。

・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個
室で行っていただくようにする。
・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる
処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。
・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。

・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と
決めた方がよい。
・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイ
コーナーの利用を慎重に行う。
・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えて
N95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。
・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができ
る。
・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。

・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていく
ことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。
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				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46				食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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感染発生施設指導ポイント④
ゾーニング 基本的な考え方 ・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ

着用、出るときに脱いでくる。
・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要があ
る。
・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場
所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。
・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄
物ボックスを用意する。
・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく
必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい）
・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けてお
く。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広
がりやすい。
・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用
に設ける例もある。

ゾーニングする場合の注意 ・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。

・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐ
に移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施
する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を
濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、
消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。

・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用する
と入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。
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				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46				食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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感染発生施設指導ポイント⑤
感染時の生活対応 居室の掃除について ・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。

・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。

共有スペースの消毒について ・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。

・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。

・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。

・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に
触れると感染の恐れがある。

施設内をアルコール消毒する際の注
意

・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。

・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。

洗濯について ・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。

・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。

・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。

入浴について ・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な
限り清拭等で対応する。
・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。

・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。


Sheet1



				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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感染発生施設指導ポイント⑥
感染時の生活対応 食事提供について ・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。

・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用
する必要は無い。

リネンについて ・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。

・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。

・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経
過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。

廃棄物について ・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。

換気について ・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。

・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。

・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。

・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するよ
うにする。
・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部
屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。
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				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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感染発生施設指導ポイント⑦
陽性者への対応 陽性者がいた居室の対応 ・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。

・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。

・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。

・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。

職員対応 施設で感染が発生した場合の職員
の対応

・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。

・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。

・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。

・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。

・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。
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				村上先生による感染発生施設指導の指導ポイント ムラカミセンセイ カンセンハッセイシセツシドウ シドウ

						大項目 ダイコウモク		小項目 ショウ コウモク		指導内容 シドウナイヨウ

				1		感染の分析 カンセン ブンセキ		感染拡大事例 カンセン カクダイジレイ		・職員が常にマスク着用して感染防止対策を行っていても、少し油断してマスクを外して会話したりということによって、感染が拡がったと思われる例がある。このウイルスはちょっとした隙をついてくる。 ショクイン ツネ チャクヨウ カンセンボウシタイサク オコナ スコ ユダン ハズ カイワ カンセン ヒロ オモ レイ スキ

				2						・入浴介助時に、暑い等のため職員がマスクを着用していなかったため、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 ニュウヨク カイジョジ アツ トウ ショクイン チャクヨウ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				3						・聞こえが困難な利用者に、職員が耳元で大きな声を出すことで、職員から利用者に感染が拡がったと思われる例がある。 キ コンナン リヨウシャ ショクイン ミミモト オオ コエ ダ ショクイン リヨウシャ カンセン ヒロ オモ レイ

				4				施設内の感染状況 シセツナイ カンセンジョウキョウ		・利用者に感染が複数発生した場合、利用者の個室対応が困難な状況であれば、フロア全体が感染の恐れがある。とくにデイコーナーや食堂で利用者がマスクを外して交流していれば利用者間で広がりやすい。 リヨウシャ カンセン フクスウ ハッセイ バアイ リヨウシャ コシツ タイオウ コンナン ジョウキョウ ゼンタイ カンセン オソ ショクドウ リヨウシャ ハズ コウリュウ リヨウシャ アイダ ヒロ

				5						・検査で一旦陰性であっても、偽陰性である場合が十分考えられるため、陰性で安心して感染対策の緩みがないようにし、すべての利用者に対して同じ対策を徹底すべきである。今は陰性と判定されても、時間経過とともに発症したり、陽性と判明することも多いことで最大限の注意が必要である。 ケンサ イッタン インセイ ギインセイ バアイ ジュウブン カンガ インセイ アンシン カンセンタイサク ユル リヨウシャ タイ オナ タイサク テッテイ イマ インセイ ハンテイ ジカンケイカ ハッショウ ヨウセイ ハンメイ オオ サイダイゲン チュウイ ヒツヨウ

				6		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		施設内感染発生時の対応の考え方 シセツナイカンセン ハッセイジ タイオウ カンガ カタ		・接触のあった利用者、職員全員に感染の疑いがあるグレーな状況と考えて対応する必要がある。 セッショク リヨウシャ ショクイン ゼンイン カンセン ウタガ ジョウキョウ カンガ タイオウ ヒツヨウ

				7						・ただし、曝露を受けたグレーな人の中にも、真にウイルスに感染していない人と、感染しているが検査では陽性と判定できない人が混在している。感染していない人に新たに曝露を生じさせてはならない。一人一人の処置・ケアで使用したマスクとフェイスシールド、キャップ以外のエプロン、手袋は1名ごとに取り替える必要がある。 バクロ ウ ヒト ナカ シン カンセン ヒト カンセン ケンサ ヨウセイ ハンテイ ヒト コンザイ カンセン ヒト アラ バクロ ショウ ヒトリヒトリ ショチ シヨウ イガイ テブクロ メイ ト カ ヒツヨウ

				8						・どの人が本当に陰性か、偽陰性かは判別できない。ＰＣＲ検査は、発症日でも偽陰性の可能性が３８％ある。感染対策の考え方としては、すべて陽性かもしれないと考え対応するが、上記のように一連で同じエプロンや手袋で作業を継続してはならない。 ヒト ホントウ インセイ ギインセイ ハンベツ ケンサ ハッショウビ ギインセイ カノウセイ カンセンタイサク カンガ カタ ヨウセイ カンガ タイオウ ジョウキ イチレン オナ テブクロ サギョウ ケイゾク

				9						・検査で一旦陰性となった人でも、酸素飽和度の値に変化があったり、症状が表れたりしたら、直ちに再度検査を受ける。 ケンサ イッタン インセイ ヒト サンソホウワド アタイ ヘンカ ショウジョウ アラワ タダ サイド ケンサ ウ

				10						・新型コロナウイルス感染症は、ほとんどが飛沫感染で、接触感染の例は１割に満たないため、飛沫感染対策を徹底することがもっとも重要である。 シンガタ カンセンショウ ヒマツ カンセン セッショクカンセン レイ ワリ ミ ヒマツカンセン タイサク テッテイ ジュウヨウ

				11						・陽性となって入院し、退院してきた人には、すでに他人への感染性はなくなっており、差別しないように配慮が必要である。 ヨウセイ ニュウイン タイイン ヒト タニン カンセンセイ サベツ ハイリョ ヒツヨウ

				12		感染対策の基本 カンセン タイサク キホン		感染発生時に基本とする対応 カンセンハッセイジ キホン タイオウ		・最後の陽性者が施設を出てから、２週間は、新規受け入れ停止などのフロアロックダウンが必要である。職員はマスクに加えフェイスシールドも常に着用する感染予防策はsのごも当面の間標準的に使用を継続すべきである。 サイゴ ヨウセイシャ シセツ デ シュウカン シンキウ イ テイシ ヒツヨウ ショクイン クワ ツネ チャクヨウ カンセンヨボウサク トウメン アイダ ヒョウジュン テキ シヨウ ケイゾク

				13						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、検査を実施した利用者は、原則として個室対応とし、食事も原則として個室で行っていただくようにする。 ノウコウセッショクシャ イナ ケンサ ジッシ リヨウシャ ゲンソク コシツ タイオウ ショクジ ゲンソク コシツ オコナ

				14						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、常に食事・排せつ介助や体位変換など、利用者と職員が直接体が触れる処置・ケアを実施する場合には、マスク、フェイスシールドに加え、ガウン・手袋も着用する。 ノウコウ セッショクシャ イナ ツネ ショクジ ハイ カイジョ タイイヘンカン リヨウシャ ショクイン チョクセツ カラダ フ ショチ ジッシ バアイ クワ テブクロ チャクヨウ

				15						・濃厚接触者であるか否かにかかわらず、部屋に入りお話をする程度であれば、ガウン無しでもよい。 ノウコウ セッショクシャ イナ ヘヤ ハイ ハナシ テイド ナ

				16						・ただし、レッドゾーンを設ける場合は、ガウンの着用の要不要が混乱するため、レッドゾーンに入る時はガウン着用と決めた方がよい。 モウ バアイ チャクヨウ ヨウフヨウ コンラン ハイ トキ チャクヨウ キ ホウ

				17						・利用者がどうしても個室で食事ができない場合は、他の利用者と時間をずらして単独で摂取するなど、食堂やデイコーナーの利用を慎重に行う。 リヨウシャ コシツ ショクジ バアイ タ リヨウシャ ジカン タンドク セッシュ ショクドウ リヨウ シンチョウ オコナ

				18						・コロナ陽性者や疑い（グレー）の利用者に対し、喀痰吸引を行う場合には、ガウンやフェイスシールドに加えてN95マスクをインナーに、アウターにサージカルマスクを着用して実施する。 ヨウセイシャ ウタガ リヨウシャ カクタンキュウイン オコナ バアイ クワ チャクヨウ ジッシ

				19						・N95のマスクは高価で希少であるため、マイマスクとして使用すれば、１週間程度は連続して使用することができる。 シヨウ シュウカン テイド レンゾク シヨウ

				20						・フェイスシールドも１週間使用できる。１日１回はアルコール消毒すること。 シュウカン シヨウ ニチ カイ ショウドク

				21						・個人防護具は、たくさん使用するのがもったいない、という意識があるかもしれないが、積極的に交換して使っていくことが必要。不足するようであれば、県に申し出てれば必要な分が供給される。 コジンボウゴグ シヨウ イシキ セッキョクテキ コウカン ツカ ヒツヨウ フソク ケン モウ デ ヒツヨウ ブン キョウキュウ

				22		ゾーニング		基本的な考え方 キホンテキ カンガ カタ		・本来は、濃厚接触者の利用者全員を個室対応（個室がレッドゾーン）とし、その個室に入る前にガウン・キャップ着用、出るときに脱いでくる。 ホンライ ノウコウセッショクシャ リヨウシャ ゼンイン コシツタイオウ コシツ コシツ ハイ マエ チャクヨウ デ ヌ

				23						・しかし高齢者施設では、利用者が認知症等で個室対応が困難な場合が多く、柔軟に考えて対応する必要がある。 コウレイ シャ シセツ リヨウシャ ニンチショウ トウ コシツタイオウ コンナン バアイ オオ ジュウナン カンガ タイオウ ヒツヨウ

				24						・利用者が個室対応可能であれば、職員はそれぞれの個室を出るときにガウンとキャップ、手袋を脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 リヨウシャ コシツ タイオウ カノウ ショクイン コシツ デ テブクロ ヌ ヌ バショ セッテイ カンセンセイハイキブツ ヨウイ

				25						・認知症等のため個室対応が困難であれば、そのフロアを出るときに脱いでくる。脱ぐ場所を設定して、感染性廃棄物ボックスを用意する。 ニンチ ショウ トウ コシツタイオウ コンナン デ ヌ

				26						・使用後のガウンを事務室で着用したままでいるのは不可。事務室も汚染されてしまう。事務室はクリーンにしておく必要がある。（※マスク、フェイスシールドは着用したままでよい） シヨウゴ ジムシツ チャクヨウ フカ ジムシツ オセン ジムシツ ヒツヨウ チャクヨウ

				27						・ガウン等の着用は、レッドゾーンに入る前に行う。着用する部屋や場所（各部屋の前の壁に準備など）を設けておく。着る場所と脱ぐ場所を別にしなければならず、結果として、着る場所を汚染しないようにする。脱ぐ時に汚染が広がりやすい。 トウ チャクヨウ ハイ マエ オコナ チャクヨウ ヘヤ バショ カクヘヤ マエ カベ ジュンビ モウ キ バショ ヌ バショ ベツ ケッカ キ バショ オセン ヌ トキ オセン ヒロ

				28						・グループホーム等で、玄関から入ってすぐにレッドゾーンとなるフロアとなってしまうような場合は、空き部屋を着脱用に設ける例もある。 トウ ゲンカン ハイ バアイ ア ベヤ チャクダツヨウ モウ レイ

				29				ゾーニングする場合の注意 バアイ チュウイ		・入院調整中に、陽性者は、できるだけ部屋を移さない方がよい。 ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ ホウ

				30						・フロアの一角に陽性者を集めるために、利用者の部屋を移す場合、陰性の利用者を、陽性者がいた部屋にはすぐに移さないようにする。やむを得ずそのように移動する場合は、陽性者の部屋の消毒をアルコールで徹底的に実施する。その際にスプレーを環境表面に噴霧して布や不織布で拭くのではなく、あらかじめアルコールで布や不織布を濡らしておいて、環境表面を清拭するようにする。既製品のアルコール含浸環境クロスなどが便利である。もちろん、消毒作業時には、エプロン、手袋、キャップ、マスク、フェイスシールドを着用のこと。 イッカク ヨウセイシャ アツ リヨウシャ ヘヤ ウツ バアイ インセイ リヨウシャ ヨウセイシャ ヘヤ ウツ エ イドウ バアイ ヨウセイシャ ヘヤ ショウドク テッテイテキ ジッシ サイ カンキョウヒョウメン フンム ヌノ フショクフ フ ヌノ フショクフ ヌ カンキョウヒョウメン セイシキ キセイヒン ガンシン カンキョウ ベンリ ショウドクサギョウ ジ テブクロ チャクヨウ

				31						・陽性者がいた部屋でも、３日間放置すれば環境に付着したウイルスは死滅するため、その後に消毒して使用すると入る利用者に感染するリスクをゼロにすることができる。 ヨウセイシャ ヘヤ ニチカン ホウチ カンキョウ フチャク シメツ ゴ ショウドク シヨウ ハイ リヨウシャ カンセン

				32		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		居室の掃除について キョシツ ソウジ		・排気のある掃除機の使用は、ホコリが舞うため避けるべき。モップ等による拭き掃除がよい。 ハイキ ソウジキ シヨウ マ サ トウ フ ソウジ

				33						・部屋の壁など全体を拭く必要はない。人の手が触れるところ(高頻度接触環境表面)をアルコール消毒する。 ヘヤ カベ ゼンタイ フ ヒツヨウ ヒト テ フ コウヒンド セッショク カンキョウヒョウメン ショウドク

				34				共有スペースの消毒について キョウユウ ショウドク		・手すりやドアノブなど、人が手を触れる部分を中心に、拭き消毒すればよい。 テ ヒト テ フ ブブン チュウシン フ ショウドク

				35						・頻繁に行った方がよいが、労力には限界があるため、午前・午後の１日２回でも必要にして十分である。 ヒンパン オコナ ホウ ロウリョク ゲンカイ ゴゼン ゴゴ ニチ カイ ヒツヨウ ジュウブン

				36						・人の手が触れる場所を頻回に拭くことに労力を払うよりも、職員・利用者の手指の消毒を頻繁に行う。 ヒト テ フ バショ ヒンカイ フ ロウリョク ハラ ショクイン リヨウシャ シュシ ショウドク ヒンパン オコナ

				37						・職員一人一人でも、アルコール消毒液を携帯して手指消毒に努める。消毒していない手で、自分も含め人の顔に触れると感染の恐れがある。 ショクイン ヒトリヒトリ ショウドクエキ ケイタイ シュシショウドク ツト ショウドク テ ジブン フク ヒト カオ フ カンセン オソ

				38				施設内をアルコール消毒する際の注意 シセツナイ ショウドク サイ チュウイ		・アルコールで拭く際は、対象箇所にスプレーしてからクロスで拭くのは、ムラになるため不適切。 フ サイ タイショウ カショ フ フテキセツ

				39						・アルコールで拭く際は、クロスに十分なアルコールを吹きかけてから、対象箇所を拭くようにする。 フ サイ ジュウブン フ タイショウカショ フ

				40				洗濯について センタク		・衣類等は、洗濯機で洗剤を入れて洗えば、洗剤で消毒されるため、通常の洗濯でよい。 イルイ トウ センタクキ センザイ イ アラ センザイ ショウドク ツウジョウ センタク

				41						・高熱で乾燥機を使うと、より安心できる。 コウネツ カンソウキ ツカ アンシン

				42						・陽性者の使用したリネン・寝衣等は、にビニール袋に入れて密閉して回収する。 ヨウセイ シャ シヨウ シンイ ナド ブクロ イ ミッペイ カイシュウ

				43				入浴について ニュウヨク		・感染が発生している場合（陽性者や濃厚接触者がいる場合）は、入浴は必要最小限とするべきであり、可能な限り清拭等で対応する。 カンセン ハッセイ バアイ ヨウセイシャ ノウコウセッショクシャ バアイ ニュウヨク ヒツヨウ サイショウゲン カノウ カギ セイシキ ナド タイオウ

				44						・原則として、感染が発生している場合は、清拭とすることが適切。 ゲンソク カンセン ハッセイ バアイ セイシキ テキセツ

				45						・入浴介助する場合は、職員はマスクとフェイスシールド、ガウンでしっかりと防御する。 ニュウヨク カイジョ バアイ ショクイン ボウギョ

				46		感染時の生活対応 カンセンジ セイカツ タイオウ		食事提供について ショクジ テイキョウ		・このウイルスは、食器用洗剤で使われる界面活性剤で死滅するため、食器は洗剤で洗えば大丈夫。 ショッキヨウ センザイ ツカ カイメンカッセイザイ シメツ ショッキ センザイ アラ ダイジョウブ

				47						・普段の食器洗浄機で洗剤を使って洗浄すれば、食器を共有しても問題はない。必ずしも使い捨ての食器を使用する必要は無い。 フダン ショッキセンジョウキ センザイ ツカ センジョウ ショッキ キョウユウ モンダイ カナラ ショッキ

				48				リネンについて		・陽性者が使ったシーツでも、使用後72時間経過すれば、ウイルスは死滅する。 ヨウ セイ シャ ツカ シヨウゴ ジカン ケイカ シメツ

				49						・そうしたシーツは、ビニール袋に入れて72時間置いておくとよい。 ブクロ イ ジカン オ

				50						・リネンの業者によっては、陽性者が使用したシーツを扱わないとする場合もあるが、ビニール袋に入れて72時間経過すれば安全であり、その運用であれば業者は引き取ってくれることが多い。 ギョウシャ ヨウセイ シャ シヨウ アツカ バアイ ブクロ イ ジカン ケイカ アンゼン ウンヨウ ギョウシャ ヒ ト オオ

				51				廃棄物について ハイキブツ		・陽性者が触った廃棄物については、ビニール袋に入れて72時間放置しておけば、感染の危険はなくなる。 ヨウセイシャ サワ ハイキブツ ブクロ イ ジカン ホウチ カンセン キケン

				52				換気について カンキ		・換気は季節を問わず飛沫・エアロゾル感染予防に有用である。 カンキ キセツ ト ヒマツ カンセンヨボウ ユウヨウ

				53						・換気は、個室にトイレ内も含めてエアコンとは独立した換気扇があれば、それを24時間常時稼働しておけばよい。 カンキ コシツ ナイ フク ドクリツ カンキセン ジカン ジョウジカドウ

				54						・換気扇があれば、窓やドアを開けておく必要は無い。また1時間に複数回の開放も原則として必要ない。 カンキセン マド ア ヒツヨウ ナ ジカン フクスウカイ カイホウ ゲンソク ヒツヨウ

				55						・換気扇は、利用者が誤ってスイッチを切ることがないように、配慮する必要がある。巡視などの際に常に確認するようにする。 カンキセン リヨウシャ アヤマ キ ハイリョ ヒツヨウ ジュンシ サイ ツネ カクニン

				56						・特に入院調整中の陽性者が部屋にいる場合は、換気扇を確実に稼働させるとともに廊下側の扉は常に閉め、部屋の空気がフロアに流れないようにする必要がある。 トク ニュウインチョウセイチュウ ヨウセイシャ ヘヤ バアイ カンキセン カクジツ カドウ ロウカガワ トビラ ツネ シ ヘヤ クウキ ナガ ヒツヨウ

				57		陽性者への対応 ヨウ セイ シャ タイオウ		陽性者がいた居室の対応 ヨウセイシャ キョシツ タイオウ		・このウイルスは、環境中では７２時間経過すれば自然に死滅する。 カンキョウ チュウ ジカン ケイカ シゼン シメツ

				58						・陽性者がいた居室は、先ずは誰も入らないようにロックして、３日間放置することがよい。 ヨウセイシャ キョシツ マ ダレ ハイ ニチカン ホウチ

				59						・その後、利用者が頻繁に触れる箇所を中心に、アルコール消毒すればよい。防護具は必要である。 ゴ リヨウシャ ヒンパン フ カショ チュウシン ショウドク ボウゴ グ ヒツヨウ

				60						・陽性者が居室を出たあと、すぐに消毒するのはリスクがある。慎重に防護具を着て行う必要がある。 ヨウセイシャ キョシツ デ ショウドク シンチョウ ボウゴ グ キ オコナ ヒツヨウ

				61		職員対応 ショクイン タイオウ		施設で感染が発生した場合の職員の対応 シセツ カンセン ハッセイ バアイ ショクイン タイオウ		・接触者となった職員でも、自宅に帰って差し支えない。 セッショクシャ ショクイン ジタク カエ サ ツカ

				62						・濃厚接触者や陽性者の利用者に対応しても、きちんと防護をしていれば自宅では通常どおりで良い。 ノウコウセッショクシャ ヨウセイシャ リヨウシャ タイオウ ボウゴ ジタク ツウジョウ ヨ

				63						・ただし、自宅に高齢者や免疫機能の低下した方がいる場合は、対策が必要。 ジタク コウレイシャ メンエキキノウ テイカ カタ バアイ タイサク ヒツヨウ

				64						・対策としては、家庭内でもマスクをする、自室のみで過ごす、食事も別にする、お風呂は最後にする。 タイサク カテイナイ ジシツ ス ショクジ ベツ フロ サイゴ

				65						・また、生活必需品のショッピングの外出以外は、控えるようにする。 セイカツ ヒツジュヒン ガイシュツイガイ ヒカ
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事前にいただいた質問
No. サービス種類 質問内容

1 通所介護
　職員は、サービス提供時間帯において、常時マスク着用でケアを行っているが、フェイスシールドを
装着した方がよいかを教えていただきたいです。

2 通所介護
　昼食後の歯磨きを中止にするか検討していますが、食物残渣によって誤嚥に繫がるリスクもありま
す。歯磨きは中止にした方がよいですか？

3 通所リハビリ
テーション

①入所施設において感染の疑いのある方について、ガウン・フェイスシールドに加え、キャップも着用
した方がいいのか。　また、症状のない濃厚接触者の場合もキャップの着用は必要か。
②コロナ患者対応で使用したフェイスシールドは、アルコール消毒したものを他の入居者の部屋に
入る際に再使用してもよいのか。

4 通所介護
　新型コロナ感染陽性が確認された場合、事業所としての休業期間の適正期間は何日なのか。

5 通所介護
　声かけしてもマスクをしてくれない利用者様の対応はどのようにしたらよいか（認知症により装着
できない利用者への対応。認知症ではないが装着を不快に感じて装着しない利用者への対応とし
て利用を断ることになるのか。）。

6
通所介護／
短期入所生

活介護

①施設利用者がコロナ感染が発覚した病院や施設を利用していた場合、当施設利用再開の基準
（自粛期間等）を教えていただきたい。
②入所併設の施設で、入所者から感染者が出た場合の、通所、ショート利用者の対応について教
えていただきたい。
③他施設を併用している方の受け入れについて、　例えば、他施設で感染者が出たが、感染者と
全く利用日が違い濃厚接触に当たらなかった方の追加利用や臨時利用の受け入れ基準や対応に
ついて、どのようにしたら良いか、教えていただきたい。


質問

				令和３年２月２６日開催 レイワ ネン カイサイ

				高齢者通所関連施設向け新型コロナウイルス感染症対策オンライン研修会　参加者からの質問について コウレイシャ ツウショ カンレン シセツ ム シンガタ カンセンショウ タイサク ケンシュウカイ サンカシャ シツモン

				No.		サービス種類 シュルイ		質問内容 シツモン ナイヨウ

				1		通所介護 ツウショカイゴ		　職員は、サービス提供時間帯において、常時マスク着用でケアを行っているが、フェイスシールドを装着した方がよいかを教えていただきたいです。 ショクイン テイキョウ ジカン タイ ジョウジ チャクヨウ オコナ ソウチャク ホウ オシ

				2		通所介護 ツウショカイゴ		　昼食後の歯磨きを中止にするか検討していますが、食物残渣によって誤嚥に繫がるリスクもあります。歯磨きは中止にした方がよいですか？ チュウショク ゴ ハミガ チュウシ ケントウ ショクモツ ザンサ ゴエン ツナ ハミガ チュウシ ホウ

				3		通所リハビリテーション ツウショ		①入所施設において感染の疑いのある方について、ガウン・フェイスシールドに加え、キャップも着用した方がいいのか。　また、症状のない濃厚接触者の場合もキャップの着用は必要か。
②コロナ患者対応で使用したフェイスシールドは、アルコール消毒したものを他の入居者の部屋に入る際に再使用してもよいのか。

				4		通所介護 ツウショカイゴ		　新型コロナ感染陽性が確認された場合、事業所としての休業期間の適正期間は何日なのか。 シンガタ カンセン ヨウセイ カクニン バアイ ジギョウショ キュウギョウ キカン テキセイ キカン ナン ニチ

				5		通所介護 ツウショカイゴ		　声かけしてもマスクをしてくれない利用者様の対応はどのようにしたらよいか（認知症により装着できない利用者への対応。認知症ではないが装着を不快に感じて装着しない利用者への対応として利用を断ることになるのか。）。 ソウチャク リヨウシャ タイオウ ニンチショウ ソウチャク フカイ カン ソウチャク リヨウシャ

				6		通所介護／短期入所生活介護 ツウショカイゴ タンキニュウショ セイカツカイゴ		①施設利用者がコロナ感染が発覚した病院や施設を利用していた場合、当施設利用再開の基準（自粛期間等）を教えていただきたい。
②入所併設の施設で、入所者から感染者が出た場合の、通所、ショート利用者の対応について教えていただきたい。
③他施設を併用している方の受け入れについて、　例えば、他施設で感染者が出たが、感染者と全く利用日が違い濃厚接触に当たらなかった方の追加利用や臨時利用の受け入れ基準や対応について、どのようにしたら良いか、教えていただきたい。 カンセンシャ ヒ







COVID-19：今までに分かったこと(1)
1. 感染しても無症状で経過する人が3分の1以上いることを知り、誰も

が自分自身も症状がなくても陽性であるかもしれないという認識が必
要であること(➡すべての国民のマスク着用の意義)

2. 症状が出ても80％は軽症で自然軽快すること
3. 5％は集中治療が必要なほど重症で、致死率は約2％弱であること
4. 症状の有無にかかわらず、3分の2から4分の3程度に肺炎をきたすこ

と
5. 若年者で軽症で経過しても、一定数後遺症で長期に体調不良が継

続する症例もあること
6. 陽性者の80％は他人へ感染させていない一方、症状のある人に比べ

て確率はかなり低いが無症状の陽性者からも他人へ感染させうる、家
族内での感染伝搬は確率が高く増えていること



COVID-19：今までに分かったこと(2)

7. 症状が出た人では症状が出る前2日から他人への感染性があること
8. 発症から10日経過し、すでに症状消失から3日以上経過していれば他人

への感染性はなくなること(➡正しい知識をもち、不安と根拠のない恐怖か
らの差別・偏見、コロナハラスメントをなくそう)

9. 多くのクラスターなどで明らかになった主要な感染経路は飛沫感染で、とく
に飲食を伴った会話での感染成立が極めて非常に多いこと

10.お互いマスクをせず3密（密閉、密集、密接）の環境での感染リスクが最
も高いこと

11.PCRを含め検査の検出感度には限界＝偽陰性が相当あり、検査のタイ
ミングにもよること

12.特効薬はまだないこと
13.ワクチンは希望が出てきたが、まだ慎重に経過を見る必要があること



COVID-19：今後の課題
1. 正しく恐れ、適切に予防する行動をとれば(②～⑤の4つ)、ほとんどの日常生活は取り戻

せる
2. 毎日の検温と体調チェックを行い、体調不良であれば自宅安静を守り、学校や職場での

体調不良者への思いやりと理解を示す雰囲気をつくる(➡無理をした人からのクラスター
発生が目立つ)

3. 外出するときは必ずマスクを着用し、マスクを外す場合は周囲の人を確認して外してよいタ
イミングか否か常に意識する

4. 手洗いは命を救う～手指衛生遵守の徹底
5. ソーシャル（フィジカル）ディスタンスを保ち、とくに食事の際の距離と食後のマスク着用を

守る
6. Go Toや出張など、どこへ行ったか、あるいはどこから来たかは問題ではなく、移動した者自

身が自分の居場所で上記の感染対策を意識した「行動」をとれるか否かが終息のカギを
握っている

7. 医学的には、精度の高い診断法確立、特効薬と安全で有効なワクチン開発が大きな課
題である
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